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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】包装容器の強度及び意匠性を高めることが可能
な包装容器を提供する。
【解決手段】包装容器１０の容器本体２０において第１
側面部２００及びこれに対向する第２側面部３００それ
ぞれは、底面部１００から上方に向かって延在する第１
内壁２２０、３２０と、底面部から上方に向かって延在
する第１外壁２２２、３２２と、第１内壁の上縁と第１
外壁の上縁を連結し、底面部と平行に配置される第１上
面２２４、３２４とを有する。第１側面部及び第２側面
部それぞれの断面は、第１内壁、第１外壁及び第１上面
により逆三角形状となる。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面部と、
　前記底面部から上方に延在する第１側面部と、
　前記底面部から上方に延在し、前記第１側面部と対向する第２側面部と
　を備える容器本体を有する包装容器であって、
　前記第１側面部及び前記第２側面部それぞれは、
　　前記底面部から上方に向かって延在する第１内壁と、
　　前記底面部から上方に向かって延在する第１外壁と、
　　前記第１内壁の上縁と前記第１外壁の上縁を連結し、前記底面部と平行に配置される
第１上面と
　を有し、
　前記第１側面部及び前記第２側面部それぞれの断面は、前記第１内壁、前記第１外壁及
び前記第１上面により逆三角形状となる
　ことを特徴とする包装容器。
【請求項２】
　請求項１に記載の包装容器において、
　前記包装容器は、
　　前記第１側面部及び前記第２側面部に隣り合って配置される第３側面部と、
　　前記第１側面部及び前記第２側面部に隣り合って配置され且つ前記第３側面部と対向
する第４側面部と
　を備え、
　前記第３側面部及び前記第４側面部それぞれは、
　　前記底面部から上方に向かって延在する第２内壁と、
　　前記底面部から上方に向かって延在する第２外壁と、
　　前記第２内壁の上縁と前記第２外壁の上縁を連結し、前記底面部と平行に配置される
第２上面と
　を有し、
　前記第３側面部及び前記第４側面部それぞれの断面は、前記第２内壁、前記第２外壁及
び前記第２上面により逆三角形状となる
　ことを特徴とする包装容器。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の包装容器において、
　熱接着又は接着剤により少なくとも前記第１上面に接着されている蓋部材をさらに備え
る
　ことを特徴とする包装容器。
【請求項４】
　請求項２又は請求項２に従属する請求項３に記載の包装容器において、
　前記底面部は、
　　前記第１側面部及び前記第２側面部の前記第１外壁と連続する第１底面と、
　　前記第１側面部の前記第１内面と連続し、前記第１底面の上側に位置する第２底面と
、
　　前記第２側面部の前記第１内面と連続し、前記第２底面の上側に位置する第３底面と
　を備え、
　前記第２底面の先端側外縁は、前記第２側面部の根元まで延在し、
　前記第３底面の先端側外縁は、前記第１側面部の根元まで延在し、
　前記第３側面部及び前記第４側面部それぞれは、前記第２内壁の下縁と連続する第４底
面を備え、
　前記第４底面は、前記第１底面と前記第２底面の間に位置する
　ことを特徴とする包装容器。
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【請求項５】
　請求項２若しくは４又は請求項２に従属する請求項３に記載の包装容器において、
　前記第３側面部及び前記第４側面部それぞれは、
　　前記第２内壁の両側部と連続する内側側面と、
　　前記第２外壁の両側部と連続する外側側面と
　を備え、
　前記内側側面及び前記外側側面は、前記第１側面部及び前記第２側面部の前記第１内壁
及び前記第１外壁の間に挿入されている
　ことを特徴とする包装容器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装容器の強度及び意匠性を高めることが可能な包装容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１では、蓋体の開封が容易、且つ、蓋体の開封部が綺麗な包装容器であって、
さらに一度開封すると再封することができないために悪戯等の改鼠行為を抑止することが
できる包装容器を提供することを目的としている（［０００４］、要約）。当該目的を達
成するため、特許文献１（要約、図１）の包装容器（１）は、角形状開口部の全周縁にフ
ランジ部（２０）を備えた容器本体（２）と、角部を除く辺に突出した摘み部（３０）を
備えた紙製蓋体（３）とを前記フランジ部で熱接着する。前記紙製蓋体の前記摘み部の両
立上り部に切欠（３１）を設け、該切欠の先端から前記角形状開口部側へ延びる互いに平
行な摘み部用切目手段（３２）を設ける。該摘み部用切目手段の先端から互いに乖離する
ように略ハの字形状の開口開始用切目手段（３３）を前記角形状開口部に至るように設け
る。前記開口開始用切目手段の一方の先端から他方の先端へ前記角形状開口部の周縁に沿
って略一周するように開口用裏半切線（３４）と該開口用裏半切線より前記角形状開口部
の周縁側に開口用表半切線（３５）とを設ける。
【０００３】
　容器本体（２）は、紙製蓋体（３）を設けた熱接着性樹脂層と熱接着可能なフランジ部
（２０）を少なくとも有するものであれば、特に限定するものではないとされている（［
００１８］）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３４７８４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　化粧品用途の商品は高単価な商品ほど意匠性を高めるため、外装包装にはほとんどのも
のが紙製を採用している。紙製の容器は中身を見せることができず、競合品とのデザイン
による差別化は紙製容器への印刷のみが手段となり差別化を図ることが困難な状況に至っ
ている。また、環境配慮の側面より脱プラスチックの社会的要望の高まりもあり、紙製以
外の外装容器への切替えも難しいのが現状である。そこで、紙製容器でありながら中身を
見せることが可能な外装容器を作るため、例えば透明フィルムを容器に張り付ける際、耐
え得る強度が課題となっていた。
【０００６】
　例えば特許文献１の構成では上記課題に対応することができない。すなわち、上記のよ
うに、特許文献１では、紙製蓋体（３）を設けた熱接着性樹脂層と熱接着可能なフランジ
部（２０）を有する容器本体（２）が開示されている（要約、図１、［００１８］）。特
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許文献１の図１、図４～図６によれば、フランジ部（２０）を除く容器本体（２）は、各
側面を単一の壁面で構成した四角錐台状をしている。このように各側面を単一の壁面で構
成する容器本体は、強度の点で改善の余地がある。また、蓋体（３）は紙製であるため、
中身を見せることができない。
【０００７】
　本発明は上記のような課題を考慮してなされたものであり、包装容器の強度を高めるこ
とが可能であり、且つ蓋部材を紙以外の透明なフィルムにした場合には容器の中身の商品
を見せることができ意匠性を高めることが可能な包装容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る包装容器は、
　底面部と、
　前記底面部から上方に延在する第１側面部と、
　前記底面部から上方に延在し、前記第１側面部と対向する第２側面部と
　を備える容器本体を有するものであって、
　前記第１側面部及び前記第２側面部それぞれは、
　　前記底面部から上方に向かって延在する第１内壁と、
　　前記底面部から上方に向かって延在する第１外壁と、
　　前記第１内壁の上縁と前記第１外壁の上縁を連結し、前記底面部と平行に配置される
第１上面と
　を有し、
　前記第１側面部及び前記第２側面部それぞれの断面は、前記第１内壁、前記第１外壁及
び前記第１上面により逆三角形状となる
　ことを特徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、互いに対向する第１側面部及び第２側面部の断面は、第１内壁、第１
外壁及び第１上面により逆三角形状となる。これにより、底面部に向かう方向の力が第１
上面に対して加えられても、第１側面部及び第２側面部は変形し難くなる。よって、包装
容器の強度を向上することが可能となる。また、透明なフィルムとしての蓋部材を包装容
器に用いる場合は、包装容器の中身である商品を見せることができる。
【００１０】
　前記包装容器は、前記第１側面部及び前記第２側面部に隣り合って配置される第３側面
部と、前記第１側面部及び前記第２側面部に隣り合って配置され且つ前記第３側面部と対
向する第４側面部とを備えてもよい。また、前記第３側面部及び前記第４側面部それぞれ
は、前記底面部から上方に向かって延在する第２内壁と、前記底面部から上方に向かって
延在する第２外壁と、前記第２内壁の上縁と前記第２外壁の上縁を連結し、前記底面部と
平行に配置される第２上面とを有してもよい。さらに、前記第３側面部及び前記第４側面
部それぞれの断面は、前記第２内壁、前記第２外壁及び前記第２上面により逆三角形状と
なってもよい。
【００１１】
　本発明によれば、第１～第４側面部の断面は、第１・第２内壁、第１・第２外壁及び第
１・第２上面によりいずれも逆三角形状となる。これにより、底面部に向かう方向の力が
上面に対して加えられても、第１～第４側面部は変形し難くなる。よって、包装容器の強
度をさらに向上することが可能となる。
【００１２】
　前記包装容器は、熱接着又は接着剤により少なくとも前記第１上面に接着されている蓋
部材をさらに備えてもよい。これにより、底面部側に向かう力をかけて蓋部材を第１上面
に接着させても、各側面部（少なくとも第１・第２側面部）の逆三角形状構造により強度
を保つことが可能となる。また、蓋部材を透明なフィルムにした場合は、包装容器の中身
である商品を見せることができる。
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【００１３】
　前記底面部は、前記第１側面部及び前記第２側面部の前記第１外壁と連続する第１底面
と、前記第１側面部の前記第１内面と連続し、前記第１底面の上側に位置する第２底面と
、前記第２側面部の前記第１内面と連続し、前記第２底面の上側に位置する第３底面とを
備えてもよい。また、前記第２底面の先端側外縁は、前記第２側面部の根元まで延在し、
前記第３底面の先端側外縁は、前記第１側面部の根元まで延在してもよい。さらに、前記
第３側面部及び前記第４側面部それぞれは、前記第２内壁の下縁と連続する第４底面を備
えてもよい。前記第４底面は、前記第１底面と前記第２底面の間に位置してもよい。
【００１４】
　本発明によれば、第１底面のみならず、第２底面及び第３底面を設けることにより、底
面部の強度を高めることが可能となる。また、第２底面の先端側外縁は、第２側面部の根
元まで延在し、第３底面の先端側外縁は、第１側面部の根元まで延在する。これにより、
第１側面部及び第２側面部それぞれの位置ずれを抑制することが可能となる。
【００１５】
　さらに、本発明によれば、第３側面部及び第４側面部の第２内壁の下縁と連続する第４
底面が、第１側面部及び第２側面部の第１外壁と連続する第１底面と第１側面部の第１内
壁と連続する第２底面（及び第２側面部の第１内壁と連続する第３底面）の間に位置する
。これにより、第３側面部及び第４側面部を底面部及び第１側面部（並びに第２側面部）
に対して簡易に固定することが可能となる。
【００１６】
　前記第３側面部及び前記第４側面部それぞれは、前記第２内壁の両側部と連続する内側
側面と、前記第２外壁の両側部と連続する外側側面とを備えてもよい。また、前記内側側
面及び前記外側側面は、前記第１側面部及び前記第２側面部の前記第１内壁及び前記第１
外壁の間に挿入されてもよい。これにより、第３側面部及び第４側面部を第１側面部及び
第２側面部に対して簡易に固定することが可能となる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、包装容器（特に容器本体）の強度を高めることが可能となる。加えて
、蓋部材として紙以外の透明なフィルム素材を選んだ場合、容器の中身の商品を見せるこ
とができ意匠性を高めることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態に係る包装容器の分解斜視図である。
【図２】前記実施形態に係る前記包装容器の容器本体の展開図である。
【図３】前記実施形態に係る前記包装容器の前記容器本体の展開状態（初期状態）を示す
斜視図である。
【図４】前記実施形態における組立時の前記容器本体の第１状態を示す図である。
【図５】前記実施形態における組立時の前記容器本体の第２状態を示す図である。
【図６】図５のＡ－Ａ線断面図である。
【図７】前記実施形態における組立時の前記容器本体の第３状態を示す図である。
【図８】前記実施形態における組立時の前記容器本体の第４状態を示す図である。
【図９】前記実施形態における組立時の前記容器本体の第５状態を示す図である。
【図１０】図９のＢ－Ｂ線断面図である。
【図１１】前記実施形態に係る前記包装容器の前記容器本体の組立完了状態を示す斜視図
である。
【図１２】図１１のＣ－Ｃ線断面図である。
【図１３】図１１のＤ－Ｄ線断面図である。
【図１４】本発明の変形例に係る包装容器の分解斜視図である。
【図１５】前記変形例に係る前記包装容器の容器本体の展開図である。
【図１６】被収納品が前記容器本体に収容され、フィルムが前記容器本体に接着された状
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態において図１４のＥ－Ｅ線で切断した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
Ａ．一実施形態
＜Ａ－１．一実施形態の構成＞
［Ａ－１－１．全体構成］
　図１は、本発明の一実施形態に係る包装容器１０の分解斜視図である。包装容器１０は
、容器本体２０と、フィルム２２とを有する。容器本体２０内には、被収納品Ｘが収納さ
れた状態でフィルム２２が接着される。本実施形態における被収納品Ｘは、化粧品（口紅
等）であるが、その他の物を被収納品Ｘにしてもよい。
【００２０】
［Ａ－１－２．容器本体２０］
（Ａ－１－２－１．容器本体２０の概要）
　容器本体２０は、上方が開口している直方体状である。また、容器本体２０は、紙製（
具体的には紙器用板紙製）である。図１に示すように、容器本体２０は、底面部１００と
、第１側面部２００と、第２側面部３００と、第３側面部４００と、第４側面部５００と
を有する。第１～第４側面部２００、３００、４００、５００は、いずれも底面部１００
から上方に延在する。
【００２１】
　第２側面部３００は、第１側面部２００と対向する。第１側面部２００及び第２側面部
３００は、長手方向の側面部である。第３側面部４００は、第１側面部２００及び第２側
面部３００に隣り合って配置される。第４側面部５００は、第１側面部２００及び第２側
面部３００に隣り合って配置されると共に、第３側面部４００と対向する。第３側面部４
００及び第４側面部５００は、幅方向の側面部である。底面部１００、第１側面部２００
、第２側面部３００、第３側面部４００及び第４側面部５００により、容器本体２０の内
部には、被収納品Ｘを収納する収納部６００が形成される。
【００２２】
（Ａ－１－２－２．展開図の説明）
　図２は、本実施形態に係る包装容器１０の容器本体２０の展開図である。図２において
、実線は、展開状態の容器本体２０の輪郭を示し、破線は、山折り部分を示し、一点鎖線
は、谷折り部分を示す。図２に示すように、展開状態の容器本体２０は、第１底面１１０
と、第１大片部２１０と、第２大片部３１０と、第１小片部４１０と、第２小片部５１０
とを有する。
【００２３】
　図２において、第１大片部２１０は、第１底面１１０の右側に位置する。第１大片部２
１０は、組立状態の容器本体２０において、主に第１側面部２００を構成し、底面部１０
０も構成する。図２において、第２大片部３１０は、第１底面１１０の左側に位置する。
第２大片部３１０は、組立状態の容器本体２０において、主に第２側面部３００を構成し
、底面部１００も構成する。
【００２４】
　図２において、第１小片部４１０は、第１底面１１０の上側に位置する。第１小片部４
１０は、組立状態の容器本体２０において、主に第３側面部４００を構成し、底面部１０
０も構成する。図２において、第２小片部５１０は、第１底面１１０の下側に位置する。
第２小片部５１０は、組立状態の容器本体２０において、主に第４側面部５００を構成し
、底面部１００も構成する。
【００２５】
（Ａ－１－２－３．容器本体２０の組立方法）
　容器本体２０の構造の理解を容易化するため、ここで容器本体２０の組立方法を説明す
る。図３は、本実施形態に係る包装容器１０の容器本体２０の展開状態（初期状態）を示
す斜視図である。図４及び図５は、本実施形態における組立時の容器本体２０の第１・第
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２状態を示す図である。図６は、図５のＡ－Ａ線断面図である。図７、図８及び図９は、
本実施形態における組立時の容器本体２０の第３・第４・第５状態を示す図である。図１
０は、図９のＢ－Ｂ線断面図である。図１１は、本実施形態に係る包装容器１０の容器本
体２０の組立完了状態を示す斜視図である。図１２は、図１１のＣ－Ｃ線断面図である。
図１３は、図１１のＤ－Ｄ線断面図である。
【００２６】
　容器本体２０の組立てに際し、作業者は、第１小片部４１０を折り曲げて第３側面部４
００等を形作り（図４～図６）、次いで第２小片部５１０を折り曲げて第４側面部５００
等を形作る（図７）。その後、作業者は、第１大片部２１０を折り曲げて第１側面部２０
０等を形作り（図８～図１０）、次いで第２大片部３１０を折り曲げて第２側面部３００
等を形作り、容器本体２０の組立てを完了する（図１１～図１３）。
【００２７】
（Ａ－１－２－４．底面部１００）
　次に、組立完了後の容器本体２０の各部について説明する。まず底面部１００から説明
する。底面部１００は、組立状態の容器本体２０において下方に位置する部分であり、被
収納品Ｘを下方から支持する。図１、図２等から理解されるように、底面部１００は、矩
形状である。
【００２８】
　図１２に示すように、底面部１００は、第１底面１１０と、第１大片部２１０の第２底
面１１２と、第２大片部３１０の第３底面１１４とが重なって形成される。第１底面１１
０は、第１側面部２００及び第２側面部３００の第１外壁２２２、３２２（後述）と連続
する（図２）。第２底面１１２は、第１側面部２００の第１内壁２２０（後述）と連続す
る（図２）。また、図１２に示すように、第２底面１１２は、第１底面１１０の上側に位
置する。図１２に示すように、第２底面１１２の先端側外縁は、第２側面部３００の根元
まで延在する。同様に、第３底面１１４は、第２側面部３００の第１内壁３２０（後述）
と連続する（図２）。また、図１２に示すように、第３底面１１４は、第１底面１１０及
び第２底面１１２の上側に位置する。図１２に示すように、第３底面１１４の先端側外縁
は、第１側面部２００の根元まで延在する。
【００２９】
　また、図１３に示すように、底面部１００は、第１小片部４１０の第４底面１２０ａも
含む。同様に、底面部１００は、第２小片部５１０の第４底面１２０ｂも含む（図２参照
）。第４底面１２０ａ、１２０ｂは、矩形状であり、第２内壁４２０、５２０の下縁と連
続する。第１小片部４１０及び第２小片部５１０の第４底面１２０ａ、１２０ｂは、第１
底面１１０と第２底面１１２の間に配置される。
【００３０】
（Ａ－１－２－５．第１側面部２００及び第２側面部３００）
　図１２に示すように、第１側面部２００は、第１内壁２２０と、第１外壁２２２と、第
１上面２２４とを有する。第１内壁２２０は、底面部１００から上方且つ内側に向かって
延在する。図２に示すように、第１内壁２２０は、矩形状である。第１外壁２２２は、底
面部１００から上方に向かって延在する。図２に示すように、第１外壁２２２は、矩形状
である。第１外壁２２２の高さ（図２の横方向）は、第１内壁２２０の高さより短い。第
１外壁２２２の奥行き（図２の縦方向）は、第１内壁２２０の奥行きよりも長い。
【００３１】
　第１上面２２４は、第１内壁２２０の上縁と第１外壁２２２の上縁を連結し、底面部１
００と平行に配置される。図２に示すように、第１上面２２４は、台形状であり、短い底
の奥行き（図２の縦方向）は、第１内壁２２０の奥行きと等しく、長い底の奥行きは、第
１外壁２２２の奥行きと等しい。図１２から明らかなように、第１側面部２００の断面は
、第１内壁２２０、第１外壁２２２及び第１上面２２４により逆三角形状となる。
【００３２】
　第２側面部３００も第１側面部２００と同様の構成を有する。すなわち、図１２に示す
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ように、第２側面部３００は、第１内壁３２０と、第１外壁３２２と、第１上面３２４と
を有する。第２側面部３００の断面は、第１内壁３２０、第１外壁３２２及び第１上面３
２４により逆三角形状となる。
【００３３】
（Ａ－１－２－６．第３側面部４００及び第４側面部５００）
　図１３に示すように、第３側面部４００は、第２内壁４２０と、第２外壁４２２と、第
２上面４２４とを有する。第２内壁４２０は、底面部１００から上方且つ内側に向かって
延在する。図２に示すように、第２内壁４２０は、台形状である。第２外壁４２２は、底
面部１００から上方に向かって延在する。図２に示すように、第２外壁４２２は、矩形状
である。第２外壁４２２の高さ（図２の縦方向）は、第２内壁４２０の高さより短い。第
２外壁４２２の幅（図２の横方向）は、第２内壁４２０の幅よりも長い。
【００３４】
　第２上面４２４は、第２内壁４２０の上縁と第２外壁４２２の上縁を連結し、底面部１
００と平行に配置される。図２に示すように、第２上面４２４は、台形状であり、短い底
の幅（図２の横方向）は、第１内壁４２０の短い底の幅と等しく、長い底の幅は、第１外
壁４２２の幅と等しい。図１３から明らかなように、第３側面部４００の断面は、第２内
壁４２０、第２外壁４２２及び第２上面４２４により逆三角形状となる。
【００３５】
　図２等から明らかなように、第３側面部４００は、内側側面４３０と、外側側面４３２
とを有する。内側側面４３０は、矩形状であり、第２内壁４２０の両側部と連続している
。内側側面４３０の先端側の隅部には曲率が付されている。外側側面４３２は、矩形状で
あり、第２外壁４２２の両側部と連続している。外側側面４３２の先端側の上側隅部には
曲率が付されている。
【００３６】
　図１２に示すように、内側側面４３０及び外側側面４３２は、第１側面部２００の第１
内壁２２０及び第１外壁２２２の間及び第２側面部３００の第１内壁３２０及び第１外壁
３２２の間に挿入されている。第１小片部４１０を組み立てた状態（図５）では、内側側
面４３０は、その上側が第２上面４２４よりも若干上側に位置している。そして、第１大
片部２１０及び第２大片部３１０が組み立てられて第１上面２２４、３２４が内側側面４
３０に被さった際、内側側面４３０は撓んで安定することとなる。これにより、第１側面
部２００及び第２側面部３００に対して第３側面部４００が位置ずれし難くなる。
【００３７】
　第４側面部５００も第３側面部４００と同様の構成を有する。すなわち、図２から明ら
かなように、第４側面部５００は、第２内壁５２０と、第２外壁５２２と、第２上面５２
４とを有する。第４側面部５００の断面は、第２内壁５２０、第２外壁５２２及び第２上
面５２４により逆三角形状となる。図２等から明らかなように、第４側面部５００は、内
側側面５３０と、外側側面５３２とを有する。
【００３８】
［Ａ－１－３．フィルム２２（蓋部材）］
　フィルム２２（図１）は、熱接着により第１側面部２００及び第２側面部３００の第１
上面２２４、３２４と、第３側面部４００及び第４側面部５００の第２上面４２４、５２
４とに接着されている。接着方法は、熱接着以外の方法（例えば接着剤による接着）でも
よい。
【００３９】
　図１に示すように、蓋部材であるフィルム２２を透明なフィルムにした場合、印刷部分
７００と、非印刷部分７０２とを有する。被収納品Ｘの購買者等は、透明な非印刷部分７
０２を介して被収納品Ｘを視認することができる。本実施形態のフィルム２２は、透明基
材と、印刷層と、熱接着用のシール層とを有する。フィルム２２は、単層又は複数層のそ
の他の構成としてもよい。本実施形態のフィルム２２と容器本体２０とは熱接着や接着剤
により接着を行うものであり、用いられる手段としては印刷にてフィルムに塗工できるヒ
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ートシール剤をフィルム２２の基材に印刷する手段や、容器本体と熱シールが可能なシー
ラントを積層する手段がある。
【００４０】
＜Ａ－２．本実施形態の包装容器１０の製造方法＞
　本実施形態に係る包装容器１０は、以下の製造方法により製造される。すなわち、作業
者は、図３～図１３を参照して説明した方法で容器本体２０を組み立てる。次いで、作業
者は、容器本体２０内に被収納品Ｘを挿入する。その後、作業者は、容器本体２０にフィ
ルム２２を載せた状態で、図示しない熱接着装置を用いてフィルム２２を容器本体２０に
熱接着する。
【００４１】
＜Ａ－３．本実施形態の効果＞
　以上のような本実施形態によれば、互いに対向する第１側面部２００及び第２側面部３
００の断面は、第１内壁２２０、３２０、第１外壁２２２、３２２及び第１上面２２４、
３２４により逆三角形状となる（図１２）。これにより、底面部１００に向かう方向の力
が第１上面２２４、３２４に対して加えられても、第１側面部２００及び第２側面部３０
０は変形し難くなる。よって、包装容器１０（特に容器本体２０）の強度を向上すること
が可能となる。また、透明なフィルム２０（蓋部材）を用いることで、包装容器１０の中
身である被収納品Ｘ（商品）を見せることができる。
【００４２】
　本実施形態において、包装容器１０は、第１側面部２００及び第２側面部３００に隣り
合って配置される第３側面部４００と、第１側面部２００及び第２側面部３００に隣り合
って配置され且つ第３側面部４００と対向する第４側面部５００とを備える（図１等）。
第３側面部４００及び第４側面部５００それぞれは、底面部１００から上方に向かって延
在する第２内壁４２０、５２０と、底面部１００から上方に向かって延在する第２外壁４
２２、５２２と、第２内壁４２０、５２０の上縁と第２外壁４２２、５２２の上縁を連結
し、底面部１００と平行に配置される第２上面４２４、５２４とを有する（図１３、図２
等）。第３側面部４００及び第４側面部５００それぞれの断面は、第２内壁４２０、５２
０、第２外壁４２２、５２２及び第２上面４２４、５２４により逆三角形状となる（図１
３）。
【００４３】
　本実施形態によれば、第１～第４側面部２００、３００、４００、５００の断面は、第
１内壁２２０、３２０、第２内壁４２０、５２０、第１外壁２２２、３２２、第２外壁４
２２，５２２、第１上面２２４、３２４及び第２上面４２４、５２４によりいずれも逆三
角形状となる。これにより、底面部１００に向かう方向の力が第１上面２２４、３２４及
び第２上面４２４、５２４に対して加えられても、第１～第４側面部２００、３００、４
００、５００は変形し難くなる。よって、包装容器１０の強度をさらに向上することが可
能となる。
【００４４】
　本実施形態において、包装容器１０は、熱接着又は接着剤により第１上面２２４、３２
４及び第２上面４２４、５２４に接着されているフィルム２２（蓋部材）を備える（図１
）。これにより、底面部１００側に向かう力をかけてフィルム２２を第１上面２２４、３
２４及び第２上面４２４、５２４に接着させても、各側面部２００、３００、４００、５
００の逆三角形状構造により強度を保つことが可能となる。また、蓋部材として透明なフ
ィルム２２を用いることで、包装容器１０の中身である被収納品Ｘ（商品）を見せること
ができる。
【００４５】
　本実施形態において、底面部１００は、第１側面部２００及び第２側面部３００の第１
外壁２２２、３２２と連続する第１底面１１０と、第１側面部２００の第１内壁２２０と
連続し、第１底面１１０の上側に位置する第２底面１１２と、第２側面部３００の第１内
壁３２０と連続し、第２底面１１２の上側に位置する第３底面１１４とを備える（図１２
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）。また、第２底面１１２の先端側外縁は、第２側面部３００の根元まで延在し、第３底
面１１４の先端側外縁は、第１側面部２００の根元まで延在する（図１２）。さらに、第
３側面部４００及び第４側面部５００それぞれは、第２内壁４２０、５２０の下縁と連続
する第４底面１２０ａ、１２０ｂを備える（図１３等）。第４底面１２０ａ、１２０ｂは
、第１底面１１０と第２底面１１２の間に位置する（図１３等）。
【００４６】
　本実施形態によれば、第１底面１１０のみならず、第２底面１１２及び第３底面１１４
を設けることにより、底面部１００の強度を高めることが可能となる。また、第２底面１
１２の先端側外縁は、第２側面部３００の根元まで延在し、第３底面１１４の先端側外縁
は、第１側面部２００の根元まで延在する。これにより、第１側面部２００及び第２側面
部３００それぞれの位置ずれ（図１２における横方向）を抑制することが可能となる。
【００４７】
　さらに、本実施形態によれば、第３側面部４００及び第４側面部５００の第２内壁４２
０、５２０の下縁と連続する第４底面１２０ａ、１２０ｂが、第１側面部２００及び第２
側面部３００の第１外壁２２２、３２２と連続する第１底面１１０と第１側面部２００の
第１内壁２２０、３２０と連続する第２底面１１２（及び第２側面部３００の第１内壁２
２０、３２０と連続する第３底面１１４）の間に位置する。これにより、第３側面部４０
０及び第４側面部５００を底面部１００及び第１側面部２００（並びに第２側面部３００
）に対して簡易に固定することが可能となる。
【００４８】
　本実施形態において、第３側面部４００及び第４側面部５００それぞれは、第２内壁４
２０、５２０の両側部と連続する内側側面４３０、５３０と、第２外壁４２２、５２２の
両側部と連続する外側側面４３２、５３２とを備える（図２等）。内側側面４３０、５３
０及び外側側面４３２、５３２は、第１側面部２００又は第２側面部３００の第１内壁２
２０、３２０及び第１外壁２２２、３２２の間に挿入されている（図１２等）。これによ
り、第３側面部４００及び第４側面部５００を第１側面部２００及び第２側面部３００に
対して簡易に固定することが可能となる。
【００４９】
Ｂ．変形例
　なお、本発明は、上記実施形態に限らず、本明細書の記載内容に基づき、種々の構成を
採り得ることはもちろんである。例えば、以下の構成を採用することができる。
【００５０】
＜Ｂ－１．容器本体２０＞
［Ｂ－１－１．全体］
　上記実施形態において、容器本体２０は、直方体状であった（図１等）。しかしながら
、例えば、第１側面部２００等の断面を逆三角形状とする観点からすれば、これに限らな
い。例えば、容器本体２０は、四角錐台状であってもよい。
【００５１】
　上記実施形態において、容器本体２０は紙製（具体的には紙器用板紙製）であった。し
かしながら、例えば、第１側面部２００等の断面を逆三角形状とする観点からすれば、こ
れに限らない。容器本体２０は、例えば、紙器用板紙以外の紙製（例えば段ボール製）又
はプラスチック製としてもよい。
【００５２】
　上記実施形態において、容器本体２０は、底面部１００、第１側面部２００、第２側面
部３００、第３側面部４００及び第４側面部５００を有していた（図１等）。しかしなが
ら、別のフィルムやテープ等を用いる場合、紙としての第３側面部４００及び第４側面部
５００を省略してもよい。或いは、包装容器１０の用途によっては、第３側面部４００及
び第４側面部５００の一方又は両方を省略してもよい。
【００５３】
［Ｂ－１－２．底面部１００］
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　上記実施形態において、底面部１００は、第１底面１１０、第２底面１１２、第３底面
１１４及び第４底面１２０ａ、１２０ｂを有していた（図１２、図１３等）。しかしなが
ら、例えば、第１側面部２００等の断面を逆三角形状とする観点からすれば、これに限ら
ない。例えば、第２底面１１２、第３底面１１４及び第４底面１２０ａ、１２０ｂの１つ
又は複数を省略してもよい。
【００５４】
　図１４は、本発明の変形例に係る包装容器１０Ａの分解斜視図である。図１５は、前記
変形例に係る包装容器１０Ａの容器本体２０ａの展開図である。図１６は、被収納品Ｘが
容器本体２０ａに収容され、フィルム２２が容器本体２０ａに接着された状態において図
１４のＥ－Ｅ線で切断した断面図である。
【００５５】
　図１５及び図１６に示すように、本変形例の容器本体２０の第２大片部３１０ａは、上
記実施形態の第３底面１１４の代わりに台状部３３０を有する。台状部３３０は、側方壁
３３２ａ、３３２ｂと、台座面３３４とを有する。図１６に示すように、両側方壁３３２
ａ、３３２ｂは、第１内壁２２０、３２０に沿って上方且つ内側に延在する。台座面３３
４は、側方壁３３２ａ、３３２ｂの上縁を連結する。また、台座面３３４の中央には、貫
通孔３３６が形成されている。そのため、台状部３３０は、被収納品Ｘの一部が貫通孔３
３６に入り込んだ状態で被収納品Ｘを支持する。これにより、被収納品Ｘの位置ずれを防
止し易くなる。さらに、側方壁３３２ａ、３３２ｂが、第１内壁２２０、３２０に沿って
配置されるため、図１６における横方向の力に対して変形し難くなる。
【００５６】
　上記実施形態では、第２底面１１２の先端側外縁は、第２側面部３００の根元まで延在
し、第３底面１１４の先端側外縁は、第１側面部２００の根元まで延在していた（図１２
）。しかしながら、例えば、第１側面部２００等の断面を逆三角形状とする観点からすれ
ば、これに限らない。例えば、第２底面１１２の先端側外縁又は第３底面１１４の先端側
外縁は、図１２の横方向の半分まで到達しない長さとしてもよい。
【００５７】
［Ｂ－１－３．第１側面部２００～第４側面部５００］
　上記実施形態において、第１側面部２００、第２側面部３００、第３側面部４００及び
第４側面部５００いずれの断面も逆三角形状とした（図１２、図１３等）。しかしながら
、例えば、第１側面部２００又は第２側面部３００の断面を逆三角形状とする観点からす
れば、これに限らない。例えば、第１側面部２００、第２側面部３００のみを逆三角形状
としてもよい。
【００５８】
　上記実施形態において、第１内壁２２０、３２０は、底面部１００から上方且つ内側に
向かって延在し、第１外壁２２２、３２２は、底面部１００から垂直方向に向かって延在
した（図１２）。しかしながら、例えば、逆三角形状を構成する観点からすれば、これに
限らない。例えば、第１内壁２２０、３２０は、底面部１００から上方且つ内側に向かっ
て延在し、第１外壁２２２、３２２は、底面部１００から上方且つ外側に向かって延在し
てもよい。第２内壁４２０、４２０及び第２外壁４２２、５２２についても同様である。
【００５９】
＜Ｂ－２．フィルム２２＞
　上記実施形態では、フィルム２２に、印刷部分７００と非印刷部分７０２を設けた（図
１）。しかしながら、例えば、容器本体２０の開口部を塞ぐ観点からすれば、フィルム２
２は、印刷部分７００のみ又は非印刷部分７０２のみから構成してもよい。
【００６０】
　上記実施形態では、容器本体２０の開口部を塞ぐ蓋部材としてフィルム２２を用いた（
図１）。しかしながら、例えば、容器本体２０の開口部を塞ぐ観点からすれば、フィルム
２２以外の蓋部材を用いてもよい。或いは、例えば、第１側面部２００等の断面を逆三角
形状とする観点からすれば、フィルム２２（蓋部材）を省略してもよい。
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【符号の説明】
【００６１】
１０、１０Ａ…包装容器　　　　　　　　２０、２０ａ…容器本体
２２…フィルム（蓋部材）　　　　　　　１００…底面部
１１０…第１底面　　　　　　　　　　　１１２…第２底面
１１４…第３底面　　　　　　　　　　　１２０ａ、１２０ｂ…第４底面
２００…第１側面部　　　　　　　　　　２２０、３２０…第１内壁
２２２、３２２…第１外壁　　　　　　　２２４、３２４…第１上面
３００…第２側面部　　　　　　　　　　４００…第３側面部
４２０、５２０…第２内壁　　　　　　　４２２、５２２…第２外壁
４２４、５２４…第２上面　　　　　　　４３０、５３０…内側側面
４３２、５３２…外側側面　　　　　　　５００…第４側面部

【図１】 【図２】
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